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０
年
９
月
の
プ
リ
ヂ
ス
ト

　

公
聰
会

で
証
言
す
る
の
は
ほ

　

米
議
会
は
上
院
商
業
科
学
通

「電
子
制
御
」巡
り
質
疑
瓢
”̈警鱚
・ｍ
一一彿
¨
懺
畿

豊

田

社

長

、米

公

聴

会

に

殺
人
の
時
効
廃
止
答
申
雌

稿
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法
相

に
富
申
し
た

。
人
を
死
亡

１６
日
ま

で
。
同
改
正
案
が
今
回

さ
せ
た
罪
の
う
ち
、
殺
人
は
時

０
本
で
成
立
す
れ
ば
、
６
月
ま

で

効
を
廃
止
し
、
そ
れ
以
外
は
時
　
に
施
行
さ
れ
る
見
通
し
。
１
９

効
期
間
を
２
倍

に
延
長
す
る

こ

９
５
年

に
発
生
し
、
今
年
７
月

と
な
ど
が

柱
だ
。
答
申
を
受
け
、　
末
に
時
効
を
迎
え
る
東
京

・
八

法
務
省
は
３
月
に
も
刑
事
訴
訟

王
子
の

ス
ー
パ

ー
で
女
子
高
校

法
改
正
案
を
国
会
に
提
出
、
今

生
ら
３

人
が
お

殺
さ
れ
た
事
件

国
会
中
の
成
立
を

目
指
す
。
　

　

も
、
時
効
が
な
く
な
り
、
捜
査
が

要
用
骨
子
は
、
施
行
前

に
発

継
競
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

生

し
時
効
が
未
成
立
の
事
件

に
　
　
最
高
刑
が
死
刑
の
殺
人
や
強

も
見
自
し
策
を
適

用
す

る
と
し

盗
殺
人

（
現
行
の
時
効
期
間
は

た
。
同
改
正
案
の
施
行
日
に

つ
　
２５
年

）
は
時
効
を
廃
上
し
、
最

製
一発
聯
駆
動
神
『
黎
銀
難
鶴
計

会
期
は
延
長
が
な
け
れ
ば
６

月

１５
年
の
時
効
期

間
を
”
年

に
延

【
ワ
シ

ン
ト

ン
ー
小
疇
伸
幸
】

ウ

ン
ス
委

員
長
が

日
頭
、
　
一
ト

ト

ヨ
タ
自
動
車

の
目
田
章
男
社
　
ヨ
タ
は
急
加
速
の
報
告
を
無
視

長
は
２４

日
午
前

（
日
本
時

間
２５

す
る
か
、
過
小
評
価
し

て
き
た
」

日
未
明
）
、
米
下
院
監
視

・
政

と
批
判
し
た
。

府
改
革
委
員
会

の
公
■
会

に
出

　

菫
田
社
長
は
公
”
会

に
先
立

席
し
、
大
規
模
リ

コ
ー
ル

（
回

ち
、
記
者
団
に

「
安
全
は
我

々

収

・
無
償
傷
理
）
問
題

に

つ
い

の
最
優
先
事
項

で
あ
り
、
米
政

て
証
言
す
る
。
急
加
連
の
原
因

府

・
議
会

に
対
し
全

面
的

に
協

オヱ要〆
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【
バ
ン
ク
ー
パ
ー
＝
読
売

取
材

団
】

バ
ン
ク
ー

バ
ー

冬

季
五
輸
は
第
１２

日
の
２３

日

（
日
本
時
間
２４

日
）
、

フ

ィ
キ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
シ

ョ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム

ヘ
Ｓ

Ｐ
）
で
、
浅

田
真
央

（中
京
大

）
は
２
位

に

つ
け
、
金

メ
ダ
ル
に
望
み
を

つ
な
い
だ
。
洩
田
は
、
Ｓ
Ｐ
で
五
輸

史
上
初
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
（
３
回
転
半

ジ

ャ
ン
フ
）

に
成
功
す
る
な
ど
、
今
季
自
己
最
高

の
７３

・
７８
点
を

マ

‐
ク
。

７８
　
５０
点
の
歴
代
最
高
得
点

で
首
位
に
立

っ
た

金
肝
騒

（
韓
国
）
と
の
差
は
４

●
７２
点
。
ト
リ
ノ
大
会

に
続
く
出
場
と
な

っ
た
安
藤
美
姫

（ト

ヨ
タ
自
動
車

）

は
６４

・
７６
点

の
４
位
、
初
出
場

の
鈴
木
明
子

邦^
和

ス

ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド

）
は
６‐

．
０２
点

で
＝
位
。

フ
リ
ー
は
２５

日

（
同
２６
日
）
に
行
わ
れ
る
。

田
を
指
導
し
て
い
た

バ
レ

エ
ダ

ン
サ

ー
の
越
智
久
美
子
さ
ん
は

振
り
返
る
。
　

舞
台

に
出
た
だ

け

で
、
泣
き
出
し

て
し
ま

う
子

供

も
い
る
。
真
央
ち

ゃ
ん
は

一

人

で
、
２
分
を
哺
り
き

っ
た
」
。

本
人
も
後
に
、

「
そ
の
時
の
経

験
は

、
今
も
プ
ラ

ス
に
な

っ
て

い
る
」
と
話
し

て
い
た
と

い
う
。

も

の

お

じ

し

な

い

勝

負

度

胸

は
、
す
で
に
身

に
着
け

て
い
た
。

以
降

、
発
表

の
場
を
氷
上
に

か
え
て
、
何
度
も
大

舞
台
を
踏

ん
で
き
た
浅
田
だ

っ
た
が
、
４

年
前
の
ト
リ

ノ
五
綸
は
年
齢
制

限
の
壁
が
立
ち
は
だ
か

っ
た
。

あ
と
田
日
早
く
生
ま
れ

て
い
れ

ば
、
出
場

で
き
た
だ
け

に
、
周

囲
か

ら
は

「
な
ぜ
出
嶋
さ
せ
な

い
の
か
」
と
い
う
声
が

上
が

っ
た
。
し
か
し
、

，
ル
ー

ル
で
出
ら
れ
な

い
の
は
仕
方
が
な
い

」

と
割
り
切
り
、
今
回
の

パ

ン
ク
ー
バ
ー
の
舞
台

を
目
指
し

て
き
た
。

そ
し
て
、
待
ち
に
待

っ
た
初

め
て
の
五
綸
。
Ｓ
Ｐ
後
も

、
「
試

合
は
緊
張
す
る
し
、
集
中
も
す

る
け
れ
ど
、
本
当

に
楽
し
い
こ

と
だ
ら
け
。
出
ら
れ

て
良
か

っ

た

」
と
無
邪
気

に
喜
ん
だ
。

た
だ
、
楽
し
む
た
め
だ
け
に

来
た
わ
け

で
は
な
い
。
首
位
の

金
肝
児
と
の
４

・
７２
点
差
。
五

綸
の
女
子

フ
リ
ー
で
や
は
り
初

め
て
と
な
る
２
度
の
ト
リ
プ
ル

ア
ク
セ
ル
に
挑
む
浅

田
に
と

っ

長
す
る
。
殺
人
未
逐
は
人
を
死

亡
さ
せ
た
罪
で
は
な
い
た
め
、

見
直
し
の
対
象

に
な
ら
な
い
。

Λ
解
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ジ
に

′

モ

せ

ケ

探

ポ

真 央 逆 転 見 え た
ハ
チ

ャ
ト

リ

ア

ン
作

由

の

「
仮
面
舞
踏
会

」
に
乗

っ
て
、

社
交
界
に
デ
ビ

ュ
ー
す
る

一
人

の
女
性
を
描
い
た
。
そ
の
イ
メ

ー
ジ
通
り
、
浅
田
真
央
（
１９

）が
、

初
め

て
の
五
綸

の
舞
台

で
、
鮮

烈
な

デ
ビ

ュ
ー
を
飾

っ
た
。

新

調
し
た
濃
い
ピ

ン
ク
色
の

衣
装

に
身
を
包
ん

だ
浅

田
が
、

や
や
緊
張
し
た

面
持
ち

で
最
初

の
ポ
ー
ズ
を
取
る
。
舞
踏
会
の

始
ま
り
を
告
げ
る
弦
楽
器

の
調

べ
が
会
場
を
包
み
込
ん
だ
。
最

初
の
ジ

ャ
ン
プ
は

、
五
輸
の
女

子
Ｓ
Ｐ
で
ま
だ
だ
れ
も
成
功
し

て
い
な
い
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

＾
３
回
転
半
ジ

ャ
ン
プ

）。
ま

っ

す
ぐ

に
助
走
を
と
り

、
腕
を

振

り
上
げ
て
眺
び
上
が

る
と
、
軽

や
か
に
浅
田
の
体
が
回
転
し
て

着
氷
し
た
。
歴
史

に
名
を
刻
ん

だ
浅
田
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

に
、
歓
声
が
わ
き
上
が

っ
た
。

浅
田
に
と

っ
て
、
初
め
て
の

人
舞
台
は
３
歳
の
時
だ

っ
た
。

氷
の
上
で
は
な
く
、
当
時
通

っ

て
い
た
名
古
屋
市
内
の
パ
レ

エ

ス
ク
ー
ル
の
発
表
会
。
３
０
０

人
近
く
の
観
客
を
前

に
、
黒
猫

の

ワ
ル
ツ
を
踊
り
切

っ
た
。
浅

・一・・・一　勤則　　　　　　　　　̈

て
、
射
程
□
内
だ
。

「や
れ
る

こ
と
は
す
べ
て
や
っ
て
き
た
。

あ
と
は
自
分
を
目
じ
て
滑
り
た

い

。
口
元
を
引
き
締
め
、
き
り

っ
と
し
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
顔
に
な
っ
た
。

（宮
崎
薫
）

講者センター

′
”
が
２
回

Ｕ

こ
な
る

●
座
の
「
小
卜
＋
子
■

別
＾
故

一３
月

２
日

ヽ
″
Ｈ
）
が
始
ま
「
ま
す

”
”
は
、
”
―

“

部
か
■
長
上

川
の
「
が
あ
ら
―

●

０
２
部
が
ょ

Ｌ
ィ

つ

‥

‘
′
‐
ン
一ヽ
つ
つ
る

一
“

■

な

ら
十

１
の
世

界

一
う
れ
し
い
演
出
部
の
気
く
ば
り

・　

　ヽ
　
　
法
制
審
議
会

（
法
相
の
諮
問

一̈̈
・岬嘲　　　　仰中一一毒】

か

中

で

向

動

ン

会

タ

ン

Ｌ

ヨ

΅
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ず
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
な
ま
な
ざ

　

ッ
プ

・
マ
ー

ロ
ウ
が
チ

ェ
ス
を

評
し

し
の
魅
力
を

「
目
で
殺
す
」
と
言
い

　

て
語
る
言
葉
だ
が

、　
″
水
上
の
チ

ェ

表
し

て
い
る
。
カ
ー
リ

ン
グ
と
い
う

　

ス
″
と
い
わ
れ

る
カ
ー
リ

ン
グ

に
も

ス
ポ
ー

ツ
の
醸
疇
味
は
、　
一
つ
に
は

　

通
じ
よ
う
。
眼
光

の
消
え
た
目
か
ら

こ
の
競
技
者
の
限
光
だ
ろ
う
◆
石
の

　

最
後
は
悔

し
涙
が

こ
ぼ
れ
た
◆
と
き

滑
る
軌
道
を
測
る
設
計
技
師

の
目
、
　
　
に
呼
吸
を
と
め

て
石
の
行
方
を
追

い

微
妙
な
回
転
を
加
え
て
手
を
離
す
熟

　

な
が

ら
、
初
め

て
競
技
の
面
白
さ
を

練
職
人

の
日
、
祈
る
人
の
日
―
―

パ

　

知

っ
た
子
供
た
ち
も
い
た
は
ず

で
あ

ン
ク

ー
バ
ー
冬
季
五
輸

・
カ

ー
リ
ン

　

る
。
眼
光

に
心
を
射
抜
か
れ
た
そ
の

グ
女
子
の
日
本
代
表
は
惜
し
く
も
８

　

子
が
い

つ
か
、

日
の
丸
を
身

に

つ
け

位

に
終
わ

っ
た
が
、
多
く
の
人
が
作

　

て
氷
上
に
立

つ
日
も
あ
る
だ
ろ
う
。

東
方
国
際
学
院
の
皆
さ
ん
ヘ

読
売
新
聞
東
京
本
社
内
の
見
学
は
い
か
が
で
し
た

か
。
新
聞
が
作
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
く
ま

で
に
は
多
く
の
人
々
が
か
か
わ

つ
て
い
ま
す
。

こ
の
紙
面
は
、
皆
さ
ん
が
見
学
に
来
ら
れ
た
日
の

読
売
新
聞

一
面
で
す
。
見
学
の
思
い
出
に
ど
う
ぞ
大

切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

読
売
新
聞
は
明
治
七
年
の
創
刊
。
発
行
部
数
は
約

一
千
万
部
で
、
世
界
最
大
で
す
。

日
本
全
国
で
は
四

。
四
軒
に

一
軒
、 ゞⅢ眸ぷ


